令和3年（2021）度事業報告書

特定非営利活動法人働く者のメンタルヘルス相談室
Ⅰ　事業期間

2021年4月1日～2022年3月31日

Ⅱ　事業の成果

２０２1年5月25日から３０日まで６日間東大阪市男女共同参画センター展示室を確保しました。ところがコロナ宣言で５月は施設が閉鎖されました。改めて７月２０日から２５日の６日間確保しました。この展示会場でのパネル展を核として、防災活動に熱心な中学、高校との連携を計画しました。チラシは20000枚用意しました。ところがコロナに加え猛暑に見舞われました。思うように見学者が伸びない中、連携先の金岡南中学校の職員、自動が１5名訪れてくれました。防災食配布も配布しました。
熊本地震と新潟中越地震の震源地を訪れその成果を寝屋川パネル展に掲示することにしました。寝屋川市人ギャラリーでの防災展は、１２月１７日から２２日まで６日間開催しました。開催中寝屋川市内でオミクロン株市中感染が発覚しました。客足が途絶えました。見学者は、東大阪市男女共同参画センター展示室75名、寝屋川市民ギャラリー58名

パネルはすべて当NPOの持つ印刷機材で印刷しました。チラシは印刷通販にお願いしました。

展示内容は２０２０年１０月に大東市で開催した防災展に比べ進化しました。①２０１１年３月１１日と１９９５年１月１７日に生まれた人を調べ、大震災の日に生まれた命の特集を組みました。５０人の赤ちゃんの写真が展示されました。②原発事故で故郷を追われた双葉町の避難所騎西高校の内部から、撮影者した伊澤恭子さんが写した写真を、本人の了解を得て展示しました。③熊本地震震源地と新潟地震震源地で調べた写真を展示しました。地震により断層のずれが今も保存されています。④協力関係にある堺市立金岡南中学校 「防災研究班」、大阪府立堺工科高等学校 定時制の課程などの防災活動者迂回パネルを展示しました。災害被災実態と被者追悼、防災資料展示ともに防災食の配布を行った。
Ⅲ　事業の実施状況

　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）（事業名）家具固定と震災後のトイレ問題、防災食紹介を重点にした防災普及と、防災を支える新たなコミュニティの形成

　　　　（内　容）上記活動成果参照　　

　　　　（実施場所）東大阪市男女共同参画センター
　　　　（実施日時）東大阪は７月２０日から２５日
　　　　（事業の対象者）一般市民
　　　　（収　益）0
　　　　（　（２）（事業名）上記1と同じ
　　　　（内　容）上記活動成果参照
　　　　（実施場所）寝屋川市市民ギャラリー　

　　　　（実施日時）12月17日から22日　

　　　　（事業の対象者）一般市民
　　　　（収　益）0
　　　　（費　用）1と2合わせて620,000円
Ⅳ　社員総会の開催状況

　第17回通常総会

（日　時）2022年3月31日　5時から6時

（場　所）NPO事務所
（社員総数）29名

（出席者数）25名（うち委任状出席者20名、書面表決者20名）

（内　容）　　

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況

　第17回理事会2022年3月31日午後6時から7時　場所NPO事務所
出席3名
0

